
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　広小路駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

有 1,201 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ２ 非設置 公共施設

－

該当数値なし 届出駐車場 広場式 47 33 300 利用料金制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。Ｈ２７年度において売上高Ｇ
ＯＰ比率及びＥＢＩＴＤＡが上昇している理由は職
員異動に伴い営業費用が減少したことによるもので
ある。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

当該値 173.2 192.6 197.2 237.5 183.0

H24 H25 H26

2. 資産等の状況について
平均値 356.8 366.4 317.5 467.9 385.1 平均値 9.0 10.0

当該値 253.7 253.7 224.4 303.0 312.1当該値 232.0 292.7 260.9 253.8 218.9

182.1 184.8 182.5 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

11.0 9.5 9.9 平均値 182.5 181.0

3. 利用の状況について
・高速道路の改良推進により、都市部からの利用者
が多く、観光場所に近いが、駐車区画数が少ないた
め満車となることも多く、時間帯によっては非常に
回転率が高い。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

4,720 7,115 5,63737.0 当該値 4,727 4,90637.0 49.8当該値 57 76 92 75 62 当該値 33.4 36.8

7,659 6,771 7,055 8,884 8,279

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

38.8 37.6 37.7 38.5 37.6 平均値平均値 19 55 60 60 55 平均値

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

178,949

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

15,521

H24 H25 H26 H27

当該値 0.0 0.0

平均値 平均値

当該値 0.0 0.0 0.0当該値

76.0 59.3 88.6 72.2

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 44.3
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①収益的収支比率(％)
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【122.6】 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【140】 
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⑪稼働率(％)
【194.5】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

329.2 249.7 279.6 236.7

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 425.0

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

371,901

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

34,716

H24 H25 H26 H27

当該値  

38,927 40,152 44,479 37,335 30,964

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

31.4 34.0 31.1 31.8 22.6 平均値平均値 479 364 270 245 196 平均値

65.5 64.9当該値 41 101 60 44 294 当該値 63.5 60.3

3. 利用の状況について
高速道路の改良推進により、都市部からの利用者が
多く、駅や観光場所に近いため、駐車台数が少ない
ため満車となることも多く、時間帯によっては非常
に回転率が高い。また、観光場所から一番近い大型
バス駐車場であり、リピーターが多く大型バス区画
にも関わらず、回転率は普通車以上となっている。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

38,514 41,118 23,36537.5 当該値 34,594 32,171

134.4 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

20.3 20.2 19.8 平均値 128.8 129.9
2. 資産等の状況について

平均値 124.7 135.6 176.5 231.4 151.2 平均値 21.4 24.8

当該値 131.5 121.6 126.1 155.0 135.1当該値 232.0 161.6 260.9 253.8 108.5

131.6 134.2

当該値 284.8 275.3 305.4 297.6 201.2

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ上回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。収益的収支比率、売上高ＧＯ
Ｐ比率及びＥＢＩＴＤＡが減少している理由は営業
費用である施設整備費（トイレ増設）が増加した結
果である。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 届出駐車場 立体式 47 111 300 利用料金制 【】

分析欄

有 2,508 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　神明駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 

0

100

200

300

400

500

600

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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【194.5】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

92.3 85.4 76.3 64.1

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 123.1

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

90,400

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

16,731

H24 H25 H26 H27

当該値  

6,188 7,011 7,612 7,104 7,407

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

51.9 59.2 64.5 60.0 52.8 平均値平均値 105 61 40 27 29 平均値

17.8 20.5当該値 135 204 211 179 144 当該値 25.8 26.0

3. 利用の状況について
高速道路の改良推進により、都市部からの利用者が
多く、観光場所に近いが、駐車台数が少ないため満
車となることも多く、時間帯によっては非常に回転
率が高い。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

1,420 1,710 2,17425.1 当該値 2,138 2,165

268.7 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

7.8 6.7 5.9 平均値 230.0 244.3
2. 資産等の状況について

平均値 393.6 407.1 375.5 441.2 368.2 平均値 11.4 11.0

当該値 209.5 204.8 190.5 200.0 209.5当該値 232.0 247.0 260.9 253.8 218.9

238.1 261.8

当該値 170.2 187.1 168.7 167.1 169.3

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 届出駐車場 広場式 45 21 300 利用料金制 【】

分析欄

有 800 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　弥生橋駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

76.0 59.3 88.6 72.2

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 44.3

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

181,326

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

16,401

H24 H25 H26 H27

当該値  

7,659 6,771 7,055 8,884 8,279

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

38.8 37.6 37.7 38.5 37.6 平均値平均値 19 55 60 60 55 平均値

26.7 △4.0当該値 157 258 273 329 159 当該値 43.3 24.8

3. 利用の状況について
高速道路の改良推進により、都市部からの利用者が
多く、観光場所に近いが、駐車台数が少ないため満
車となることも多く、土日祝日は時間帯によって非
常に回転率が高い。平成２７年度の稼働率上昇の要
因は観光シーズンに道路工事の影響により他の駐車
場から利用者が流れていたものである。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

2,527 △412 4,24639.0 当該値 4,447 2,319

182.5 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

11.0 9.5 9.9 平均値 182.5 181.0
2. 資産等の状況について

平均値 356.8 366.4 317.5 467.9 385.1 平均値 9.0 10.0

当該値 69.1 61.8 56.4 100.0 72.7当該値 232.0 247.0 260.9 133.5 218.9

182.1 184.8

当該値 213.7 178.4 181.1 158.3 198.7

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。平成２７年度において売上高
ＧＯＰ比率及びＥＢＩＴＤＡが減少している理由は
営業費用として施設整備費（外塀改修）が増加した
結果である。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 届出駐車場 広場式 28 55 300 利用料金制 【】

分析欄

有 1,929 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　えび坂駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

450.0

500.0

①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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100.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％) 
  

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％) 
  

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

⑪稼働率(％) 
【194.5】 

△10.0 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 

△2,000 

0

2,000

4,000

6,000
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10,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

218.9 198.4 166.3 161.6

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 478.3

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 171.9 116.7 58.8当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

795,357

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

21,758

H24 H25 H26 H27

当該値  

22,849 22,692 20,190 23,532 24,251

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

35.8 37.0 40.2 43.1 42.8 平均値平均値 171 125 211 118 104 平均値

54.3 57.5当該値 675 643 859 278 118 当該値 55.7 54.5

3. 利用の状況について
当駐車場は市役所本庁舎横に設置してあり、来庁者
の駐車場として機能している。また、土日祝日は観
光客の駐車場として機能している。H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

10,215 10,898 10,39455.8 当該値 10,398 10,164

137.1 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

14.6 14.1 11.9 平均値 139.4 142.6
2. 資産等の状況について

平均値 522.6 167.5 161.3 184.6 208.2 平均値 12.9 12.3

当該値 37.6 39.5 29.3 88.5 34.4当該値 109.3 115.0 115.2 113.4 218.9

138.5 139.1

当該値 118.4 115.3 113.1 113.3 254.2

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。平成２８年度の収益的収支比
率及び他会計補助金比率が上昇した要因は、収支の
大部分を占めていた地方債償還が終了したためであ
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 届出駐車場 立体式 21 157 300 利用料金制 【】

分析欄

有 11,871 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　花岡駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
  

0.0
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

76.0 59.3 88.6 72.2

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 44.3

  0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

477,504

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

17,446

H24 H25 H26 H27

当該値  

7,659 6,771 7,055 8,884 8,279

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

38.8 37.6 37.7 38.5 37.6 平均値平均値 19 55 60 60 55 平均値

61.1 64.7当該値 15 23 26 19 51 当該値 71.2 64.8

3. 利用の状況について
当駐車場は市立図書館横に設置してあり、来館者の
駐車場としてまた、観光客の駐車場として機能して
いる。安定した利用状況である。図書館利用者は駐
車場利用料が無料であるため、図書館利用者が増加
することにより、稼働率は上昇するものの収益率は
減少する傾向がある。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

14,324 16,124 13,23549.7 当該値 17,420 15,852

182.5 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

11.0 9.5 9.9 平均値 182.5 181.0
2. 資産等の状況について

平均値 356.8 366.4 317.5 467.9 385.1 平均値 9.0 10.0

当該値 294.7 287.9 243.9 300.0 278.0当該値 232.0 247.0 260.9 253.8 122.7

182.1 184.8

当該値 378.6 321.5 290.9 314.1 249.7

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。収益的収支比率、売上高ＧＯ
Ｐ比率及びＥＢＩＴＤＡが下降傾向にある理由は、
駐車料金が無料となる図書館利用者の増加に伴う結
果であり、駐車台数一台当りの他会計補助金の増加
は施設整備費（石垣よう壁修繕）によるものであ
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 届出駐車場 広場式 19 132 300 利用料金制 【】

分析欄

有 4,974 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　空町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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500.0

①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　かじ橋駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

有 922 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 商業施設

－

該当数値なし 届出駐車場 立体式 18 52 300 利用料金制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。売上高ＧＯＰ比率及びＥＢＩ
ＴＤＡが改善傾向にある理由は駐車場利用者の増加
と施設整備費（機械式駐車場部品交換）が減少した
結果である。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

当該値 103.2 83.4 108.5 115.2 110.1

H24 H25 H26

2. 資産等の状況について
平均値 124.7 135.6 176.5 231.4 151.2 平均値 21.4 24.8

当該値 94.2 86.5 101.9 109.6 101.9当該値 105.1 116.2 115.7 114.4 111.9

131.6 134.2 134.4 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

20.3 20.2 19.8 平均値 128.8 129.9

3. 利用の状況について
当駐車場は商店街中心部に位置する機械式立体駐車
場であり、市内商店街の客や観光場所の重要な駐車
場となっている。また、近隣ホテル宿泊者の駐車場
としても利用されている。利用状況は安定してい
る。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

△11,578 △8,945 △9,101△137.3 当該値 △24,304 △18,283△177.4 △123.1当該値 1,431 832 723 635 612 当該値 △326.0 △191.1

38,927 40,152 44,479 37,335 30,964

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

31.4 34.0 31.1 31.8 22.6 平均値平均値 479 364 270 245 196 平均値

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

52,992

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

20,031

H24 H25 H26 H27

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

329.2 249.7 279.6 236.7

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 425.0
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

92.3 85.4 76.3 64.1

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 123.1

  1,589.4 1,423.4

平均値      平均値  

  当該値 2,701.8 2,455.9 2,133.0当該値      

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

312,330

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

19,371

H24 H25 H26 H27

当該値  

6,188 7,011 7,612 7,104 7,407

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

51.9 59.2 64.5 60.0 52.8 平均値平均値 105 61 40 27 29 平均値

18.1 27.0当該値 2,534 2,544 2,532 1,081 2,361 当該値 30.4 14.1

3. 利用の状況について
当駐車場は大型ショッピングモールや総合病院等に
近く、定期利用者やショッピングモール利用者が駐
車場を利用している。また、大型バス駐車区画を設
置しており、市内中心部の大型バス駐車場が満車時
には市内渋滞の緩和としてバス誘導を実施してい
る。同駐車場は年間では稼働率が低いが観光シーズ
ン等の繁忙期は市内中心部の渋滞対策として重要な
外縁部駐車場として機能している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

1,583 2,862 2,94727.9 当該値 2,496 1,176

268.7 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

7.8 6.7 5.9 平均値 230.0 244.3
2. 資産等の状況について

平均値 393.6 407.1 375.5 441.2 368.2 平均値 11.4 11.0

当該値 18.7 19.4 19.4 44.8 20.1当該値 105.7 108.6 108.6 107.5 105.7

238.1 261.8

当該値 53.2 53.5 53.6 56.8 54.4

H24 H25 H26

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。収益的収支比率、売上高ＧＯ
Ｐ比率及びＥＢＩＴＤＡが減少している理由は企業
債償還金（敷地購入）があるためである。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

該当数値なし 届出駐車場 広場式 - 134 300 利用料金制 【】

分析欄

有 4,308 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　天満駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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⑥有形固定資産減価償却率(％) 
  

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
【194.5】 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成28年度全国平均

経営比較分析表（平成28年度決算）
岐阜県高山市　不動橋駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

有 3,826 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

該当数値なし 届出駐車場 広場式 13 97 300 利用料金制 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
・収支比率は類似施設と比べ下回っている。なお、
他会計補助金比率や駐車台数一台あたりの他会計補
助金額が類似施設平均を上回っているのは、当事業
が指定管理者制度を導入しており、駐車場の管理運
営収益を納入金として普通財産で受け入れ、当施設
の必要経費を普通会計からの補助金収入として経理
しているためである。売上高ＧＯＰ比率及びＥＢＩ
ＴＤＡが減少している理由は営業費用として賃借料
（駐車場敷地）が計上されているためである。

H24 H25 H26 H27 H28 H25 H26 H27 H28H27 H28 H24

当該値 133.3 136.8 132.1 130.2 129.2

H24 H25 H26

2. 資産等の状況について
平均値 393.6 407.1 375.5 441.2 368.2 平均値 11.4 11.0

当該値 45.4 43.3 44.3 45.4 47.4当該値 114.5 121.4 121.8 119.1 113.0

238.1 261.8 268.7 ・有形固定資産は普通会計の財産として保有してお
り、減価償却等の経理はおこなっていない。しかし
ながら、老朽化は進んでいるため今後、計画的な整
備が必要である。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「施設の効率性」

7.8 6.7 5.9 平均値 230.0 244.3

3. 利用の状況について
当駐車場は市街地中心部から少し離れており、外縁
部駐車場として機能している。また、伝統的建造物
保存地区にも近い。平日の利用者は主に定期利用者
であるが、休日やイベント時には混雑する。大型バ
ス駐車区画があるため、市内中心部の大型バス駐車
場が満車時には市内渋滞の緩和としてバス誘導を実
施している。

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H28H27 H28 H24 H25 H26 H27

△5,837 △5,921 △6,344△66.6 当該値 △4,866 △5,364△64.7 △67.9当該値 609 704 676 644 654 当該値 △49.3 △57.1

6,188 7,011 7,612 7,104 7,407

「他会計補助金額」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

51.9 59.2 64.5 60.0 52.8 平均値平均値 105 61 40 27 29 平均値

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
・当該事業は中部縦貫自動車道や東海北陸自動車道
の整備により、都市部からの車両流入が多く、主要
道路の渋滞緩和対策として市街地周辺に設置してい
るものである。近年は民間駐車場が増加しているな
ど設置当初と状況は変わってきており、現在策定中
の公共施設等総合管理計画の個別計画の推進、主要
道路の車両通行調査の定点実施や市街地の歩行者を
含めた交通量調査を予定（平成30年度）しており、
より効果的な駐車場誘導体制の確立や安定した経営
に努める。

305,315

⑧設備投資見込額(千円)

H24 H25 H26 H27 H28 H24 H25 H26 H27 H28H28

17,886

H24 H25 H26 H27

当該値    0.0 0.0

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

92.3 85.4 76.3 64.1

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

    平均値 123.1
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①収益的収支比率(％) 
【275.4】 
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⑩企業債残高対料金収入比率(％) 
【122.6】 
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⑨累積欠損金比率(％) 
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②他会計補助金比率(％) 
【13.3】 
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円) 
【140】 
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⑪稼働率(％) 
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④売上高ＧＯＰ比率(％) 
【45.2】 
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円) 
【19,129】 

該当数値なし 該当数値なし 


